
中学部３学年

題材名：言葉遊び「しりとりをしよう」

＜材料＞

・絵本「しりとりのだいすきなおうさま」

　　（中村　翔子作・はた　こうしろう絵）

・スチレンボード・テープ・マグネット・しりとり用のイラスト

＜使い方＞

・絵本「しりとりのだいすきなおうさま」のお話の流れに沿っ

て、しりとりを行う。生徒の実態によっては、モニターに写した

イラストも参考にしながら、なるべく多くの言葉をつなげられる

ようにする。

<この教材で伸ばしたい力>

・平仮名50音の理解（形、音、意味）・活用

＜使う時のポイント＞

・しりとりのルールを理解しながら取り組めるように、言葉の最

初と最後の文字を網掛け枠で強調し、文字に注目できるように促

す。学習に慣れてきたら生徒の名前や好きなもの等の身近な言葉

も加えて、さらなる語彙の獲得や活用を目指していく。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：ストロー挿し

＜材料＞

・色付きストロー・パンチ穴補強シール・台(100円ショップで揃います)

＜使い方＞

・スタンドの色シールと同じところに同じ色のストローを差し込む。

<この教材で伸ばしたい力>

・色の弁別・集中力の持続・手指の巧緻性

＜使う時のポイント＞

・挿入部分が高いため、ストローを差し込む際に空間で力の調整が必要。

腕を保持できない場合は、高さを低くしたり、間隔を広げてあげるとよ

い。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：モール入れ

＜材料＞

・プラスチック容器・モール

＜使い方＞

・モールの色と容器の色が同じになるように確認しながら

容器の中に入れる。

<この教材で伸ばしたい力>

・手指の巧緻性・色の弁別・集中力の持続

＜使う時のポイント＞

・挿入部分が狭いため、モールを１本ずつ入れる必要があ

る。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

絵本
しりとりの

だいすきなおうさま
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中学部３学年 - 2

題材名：平仮名を覚えよう（国語）

＜材料＞

ラミネート

＜使い方＞

黒板や机上で取り組む

<この教材で伸ばしたい力>

平仮名と名称の獲得

＜使う時のポイント＞

黒板にイラストのみを貼り、生徒に平仮名カードを渡す。順番に

挙手制で前に出てみんなで協力してマッチングを完成させる。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：数の学習（地引網）

＜材料＞

・網、マジックテープ、魚の模型、数のシート

＜使い方＞

・模型をマジックテープから剥がし、１から順にシートに貼り付

ける。

<この教材で伸ばしたい力>

・数の数唱、数の概念

・１対１対応

＜使う時のポイント＞

・複数の模型を取ってしまう生徒には、１つずつ取れるように支

援を行う。

〈指導領域・教科等〉

・数学

題材名：自立活動教材

＜材料＞

①封筒、板目紙、ケース

②木製リング、キッチンペーパーホルダー

＜使い方＞

①封筒に紙を入れてケースに入れる、またはケースから封筒と紙

にわける

②リングをホルダーにさす、ぬく

<この教材で伸ばしたい力>

・手指の巧緻性・集中力の持続

＜使う時のポイント＞

・難しい場合はホルダーを動かして補助する。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

画像



中学部３学年 - 3

題材名：マット編み器

＜材料＞

【編み器】・木材・スズランテープ（２色）・ネジ・釘（隠し釘）

【材料】・布（廃材の布でもよい）

＜使い方＞

①いらなくなった布を手で裂いて、編む素材の紐布を作る。

②紐布を交互に編み器に編んでいく。

（編む際、生徒が編みやすいように交互に色違いのスズランテープに紐布を

あんでいく。）

<この教材で伸ばしたい力>

・手の巧緻性

・目と手の協応性

＜使う時のポイント＞

①布を裂く際は、事前に切れ目を入れておくと生徒は裂きやすい。ビリビリ

と音がでて避けるので生徒にとって活動に興味を持ちやすく終わりもわかり

やす。

②紐布を編む前にノルマの本数を先に示すと生徒にとって終わりが見えて活

動しやすい。また、編む際は何色のスズランテープを引っ張るのか言葉かけ

をして支援するのが有効である。

☆終わりが明確であり、どこで完成なのか視覚的に分かりやすい。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：おおきなかぶ

＜材料＞

・バランスボール、ビニール袋（大）、養生テープ、新聞紙、葉っ

ぱ（ラミネート）、大型絵本、生徒の顔写真（ラミネート）

＜使い方＞

・絵本を読み進めながら、登場人物がかぶを引っ張るタイミングで

生徒もかぶ（教具）を引っ張る。

<この教材で伸ばしたい力>

・注視する力・集中力の持続

＜使う時のポイント＞

①生徒の顔写真を絵本に貼りながら行う。②「うんとこしょ どっこ

いしょ」の掛け声をみんなで合わせながらかぶを引っ張る。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：「かたちの学習」-見よう！合わせよう！-

＜用　具＞

❶いろいろ写真シート

❷○△□立体型マグネット(10cm大)

❸いろいろ写真ミニカード(５cm大)

❹音と視覚のタッチ教材(iPad 「DropTalk(アプリ)」)

…図形を触ると形に合わせた音が出ます

＜使用例＞

(A)立体マグネットを選び、写真シートのうちから形が合うものを

判別しマッチングを行う

(B)提示された形に対してiPadを操作して回答する

(C)iPad上で提示された形に対してミニ写真シートを使ってマッチ

ングを行う

＜ポイント＞

ものの大まかな形についての認識を広げることを目標とした課題。

対象に注視させつつ形を身近なものと結び付けたり、音と形のイ

メージを組み合わせたりして学習者の理解を促す。

＜使用教科・領域＞

　数学　自立活動　等

絵本

おおきなかぶ


